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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のアンテナを介して複数のワイヤレスノードと通信するためのインターフェースと
、
　処理システムと
を備え、前記処理システムが、
　　前記複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定することと、
　　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリ
ームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモード
から、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用
される第２のアンテナモードに変化することと、
　　前記第２のアンテナモードに変化すると、物理レイヤエラー検出モードを可能にする
ことと、前記物理レイヤエラー検出モードが、前記第２のアンテナモードでサポートされ
ない１つまたは複数のレートにおける１つまたは複数の送信を検出することが可能である
、
を行うように構成され、前記物理レイヤエラー検出モードが、パケットのプリアンブルの
信号フィールド中で示されるストリームの数を、前記第２のアンテナモードでサポートさ
れるストリームの数と比較することを備える、装置。
【請求項２】
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　前記処理システムが、
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出する
ことと、
　前記検出の後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化すること
と
を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記検出が、前記第２のアンテナモードでサポートされない前記ワイヤレスノードのう
ちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出することを備える、請求項２に記
載の装置。
【請求項４】
　前記異なるアンテナモードが前記第１のアンテナモードを備える、請求項２に記載の装
置。
【請求項５】
　前記処理システムは、
　前記物理レイヤエラー検出モード中に、前記パケットの前記プリアンブルの前記信号フ
ィールド中で示されるストリームの前記数が、前記第２のアンテナモードでサポートされ
るストリームの前記数よりも大きい場合、エラーを検出することと、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの残りの部分を処理するより前に、前記第２のア
ンテナモードから前記異なるアンテナモードに変化することと
を行うようにさらに構成された、請求項２に記載の装置。
【請求項６】
　前記処理システムは、
　前記物理レイヤエラー検出モード中に、パケットのプリアンブルに基づいてエラーを検
出することと、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの残りの部分を処理するより前に、前記第２のア
ンテナモードから前記異なるアンテナモードに変化することと
を行うようにさらに構成された、請求項２に記載の装置。
【請求項７】
　前記第２のアンテナモードは、シングルストリームモードであり、
　前記処理システムは、前記複数のワイヤレスノードの各々が低電力状態にあることが決
定された場合、前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに変化するよう
に構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記処理システムが、
　前記シングルストリームモードで、ビーコン、またはプローブ要求に対する応答のうち
の少なくとも１つを生成することと、
　送信のために前記インターフェースに前記ビーコンまたは前記応答のうちの前記少なく
とも１つを出力することと
を行うようにさらに構成された、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記処理システムは、
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からのマルチストリーム送信を検出する
ことと、
　前記検出の後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化すること
と、ここにおいて、前記異なるアンテナモードがマルチストリームモードを備える、
を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記処理システムが、
　前記装置のターゲットアドレスをもつ送信可（ＣＴＳ）送信を送ること
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によって、前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに変化するように構
成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記処理システムが、前記第２のアンテナモードから前記第１のアンテナモードに変化
することを行うようにさらに構成され、
　前記第２のアンテナモードから前記第１のアンテナモードに変化することは、前記装置
の周辺構成要素相互接続エクスプレス（ＰＣＩｅ）リンクの電力状態を切り替えることを
備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記処理システムは、
　ワイヤレスノードが前記装置に関連付けられないと決定することと、
　前記決定の後に、前記装置の１つまたは複数の受信機の感度を低減することと
を行うようにさらに構成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記処理システムが、
　前記複数のワイヤレスノードの全てのためにトラフィック指示マップ（ＴＩＭ）ビット
が設定されたビーコンの受信の肯定応答を示す信号を送る各アクセスノードへ、前記第１
のアンテナモードから前記第２のアンテナモードへの前記変化を通知するようにさらに構
成された、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記決定が、
　前記ワイヤレスノードの各々に関連付けられたネットワークアクティビティを監視する
こと
を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記処理システムは、
　前記監視することが、しきい値時間期間中に特定のワイヤレスノードのためのネットワ
ークアクティビティがないことを示す場合、その特定のワイヤレスノードが非アクティブ
であると決定することと、
　前記特定のワイヤレスノードが非アクティブであるという前記決定に部分的に基づいて
、前記第１のアンテナモードから第２のアンテナモードに変化することと
を行うようにさらに構成された、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定することと、
　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリー
ムを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモードか
ら、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用さ
れる第２のアンテナモードに変化することと、
　前記第２のアンテナモードに変化すると、物理レイヤエラー検出モードを可能にするこ
とと、前記物理レイヤエラー検出モードが、前記第２のアンテナモードでサポートされな
い１つまたは複数のレートにおける１つまたは複数の送信を検出することが可能である、
を備え、前記物理レイヤエラー検出モードが、パケットのプリアンブルの信号フィールド
中で示されるストリームの数を、前記第２のアンテナモードでサポートされるストリーム
の数と比較することを備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項１７】
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出する
ことと、
　前記検出の後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化すること
と
をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記検出することが、前記第２のアンテナモードでサポートされない前記ワイヤレスノ
ードのうちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出することを備える、請求
項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　パケットのプリアンブルに基づいてエラーを検出することと、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの残りの部分を処理するより前に、前記第２のア
ンテナモードから前記異なるアンテナモードに変化することと
をさらに備える、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第２のアンテナモードは、シングルストリームモードであり、
　前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに変化することは、前記複数
のワイヤレスノードの各々が低電力状態にあることが決定された場合、前記第２のアンテ
ナモードに変化することを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からのマルチストリーム送信を検出する
ことと、
　前記検出することの後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化
することと、ここにおいて、前記異なるアンテナモードがマルチストリームモードを備え
る、
をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２２】
　前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに前記変化することが、装置
のターゲットアドレスをもつ送信可（ＣＴＳ）送信を送ることを備える、請求項１６に記
載の方法。
【請求項２３】
　前記第２のアンテナモードから前記第１のアンテナモードに変化することをさらに備え
、
　前記第２のアンテナモードから前記第１のアンテナモードに前記変化することが、周辺
構成要素相互接続エクスプレス（ＰＣＩｅ）リンクの電力状態を切り替えることを備える
、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　ワイヤレスノードが装置に関連付けられないと決定することと、
　前記決定の後に、前記装置の１つまたは複数の受信機の感度を低減することと
をさらに備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　　前記複数のワイヤレスノードの全てのためにトラフィック指示マップ（ＴＩＭ）ビッ
トが設定されたビーコンの受信の肯定応答を示す信号を送る各アクセスノードへ、前記第
１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードへの前記変化を通知することをさらに
備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２６】
　複数のアンテナを介して複数のワイヤレスノードと通信するための手段と、
　前記複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定するための手段と、
　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリー
ムを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモードか
ら、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用さ
れる第２のアンテナモードに変化するための手段と、
　前記第２のアンテナモードに変化すると、物理レイヤエラー検出モードを可能にするた
めの手段と、前記物理レイヤエラー検出モードが、前記第２のアンテナモードでサポート
されない１つまたは複数のレートにおける１つまたは複数の送信を検出することが可能で
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ある、
を備え、前記物理レイヤエラー検出モードが、パケットのプリアンブルの信号フィールド
中で示されるストリームの数を、前記第２のアンテナモードでサポートされるストリーム
の数と比較することを備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２７】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されると、
　複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定することと、
　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリー
ムを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモードか
ら、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用さ
れる第２のアンテナモードに変化することと、
　前記第２のアンテナモードに変化すると、物理レイヤエラー検出モードを可能にするこ
とと、前記物理レイヤエラー検出モードが、前記第２のアンテナモードでサポートされな
い１つまたは複数のレートにおける１つまたは複数の送信を検出することが可能である、
を行うように前記少なくとも１つのプロセッサを構成する命令を備え、前記物理レイヤエ
ラー検出モードが、パケットのプリアンブルの信号フィールド中で示されるストリームの
数を、前記第２のアンテナモードでサポートされるストリームの数と比較することを備え
る、非一時的コンピュータ可読記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が本明細書によって参照により明確に組み込まれる、２０１
５年８月６日に出願された米国仮特許出願第６２／２０１，７６９号、および２０１５年
８月２７日に出願された米国仮特許出願第６２／２１０，９６９号、および２０１６年２
月２３日に出願された米国特許出願第１５／０５１，４０３号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、任意
の数の関連付けられたクライアントにわたるソフトウェア対応アクセスポイント（ｓｏｆ
ｔＡＰまたはＳ－ＡＰ：software enabled access point）待機電力最適化に関する。
【０００３】
関連技術の説明
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための通
信を同時にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上で
の送信を介して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク
）とは、基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）と
は、端末から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単入力単出力、多入力単
出力、または多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス端末の１つの用途は、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：packet
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 data network）を介して搬送されるデータを送信および受信することである。概して、
モバイルデータユーザが通信するためのＰＤＮを識別するためにアクセスポイント名（Ａ
ＰＮ：Access Point Name）が使用される。ＰＤＮを識別することに加えて、ＡＰＮはま
た、サービスのタイプを定義するために使用され得る。そのような接続ベースサービスの
例としては、特定のＰＤＮによって与えられるワイヤレスアプリケーションプロトコル（
ＷＡＰ）サーバ、マルチメディアメッセージングサービス（ＭＭＳ）、またはインターネ
ットプロトコル（ＩＰ）マルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サービス（たとえば、ボ
イスオーバーＩＰ（ＶｏＩＰ）、ビデオテレフォニまたはテキストメッセージング）への
接続がある。ＡＰＮは、３ＧＰＰ（登録商標）データアクセスネットワーク、たとえば、
汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ：general packet radio service）、発展型パケッ
トコア（ＥＰＣ：evolved packet core）中で使用される。
【０００６】
　[0006]ワイヤレスデバイスは、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）接続
上でインターネットにアクセスし、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）
接続上で接続を受け付けることが可能であり得る。これらの特徴を用いて、デバイスは、
ＷＷＡＮ上でインターネットに接続し、ＷＬＡＮ上で他のワイヤレスデバイスとのインタ
ーネット接続を共有することが可能である。これらの能力をもつワイヤレスデバイスは、
ソフトウェア対応アクセスポイント（ｓｏｆｔＡＰ）と呼ばれることがある。ｓｏｆｔＡ
Ｐワイヤレスデバイスは、しばしばポータブルデバイスであり、したがって、バッテリー
寿命が問題である。
【０００７】
　[0007]ｓｏｆｔＡＰの現在の実装形態は、ｓｏｆｔＡＰをデューティサイクリングする
こと（たとえば、電力遮断）によって電力を節約することを試み得る。しかしながら、デ
ューティサイクリングは、ＡＰ発見可能性に影響を及ぼすか、または複数の接続されたク
ライアントとのパケットロスを生じ得る。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]本開示のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独で本開示の望ましい属性を担当するわけではない。次に
、以下の特許請求の範囲によって表される本開示の範囲を限定することなしに、いくつか
の特徴が手短に説明される。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形態」
と題するセクションを読めば、本開示の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるアクセ
スポイントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するかが理解されよ
う。
【０００９】
　[0009]本開示の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、
複数のアンテナを介して複数のワイヤレスノードと通信するためのインターフェースと、
処理システムと、処理システムは、複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定する
ことと、ワイヤレスノードの決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリーム
を使用してワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモードから、第
２の数の空間ストリームを使用してワイヤレスノードと通信するために使用される第２の
アンテナモードに変化することとを行うように構成される。
【００１０】
　[0010]本開示の態様は、複数のアンテナを介して複数のワイヤレスノードと通信するこ
と可能なアクセスポイント（ＡＰ）による、電力低減のための方法を提供する。本方法は
、概して、複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定することと、ワイヤレスノー
ドの決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリームを使用してワイヤレスノ
ードと通信するために使用される第１のアンテナモードから、第２の数の空間ストリーム
を使用してワイヤレスノードと通信するために使用される第２のアンテナモードに変化す
ることとを含む。
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【００１１】
　[0011]本開示の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、
複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定するための手段と、ワイヤレスノードの
決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリームを使用してワイヤレスノード
と通信するために使用される第１のアンテナモードから、第２の数の空間ストリームを使
用してワイヤレスノードと通信するために使用される第２のアンテナモードに変化するた
めの手段とを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]本開示のいくつかの態様による、例示的なワイヤレス通信ネットワークの
図。
【図２】[0013]本開示のいくつかの態様による、例示的なアクセスポイントおよびユーザ
端末のブロック図。
【図３】[0014]本開示のいくつかの態様による、例示的なｓｏｆｔＡＰを示す図。
【図４】[0015]本開示のいくつかの態様による、アクセスポイントによる電力低減のため
の例示的な動作のブロック図。
【図４Ａ】[0016]図４に示されている動作を実行することが可能な例示的な手段を示す図
。
【図５】[0017]本開示のいくつかの態様による、例示的な待機電力最適化を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0018]本開示の態様は、ワイヤレス通信のための装置を提供する。たとえば、本装置は
、複数のアンテナを介して複数のワイヤレスノードと通信するためのインターフェースと
、処理システムとを含み得、処理システムは、複数のワイヤレスノードの各々の電力状態
を決定することと、ワイヤレスノードの決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間
ストリームを使用してワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモー
ドから、第２の数の空間ストリームを使用してワイヤレスノードと通信するために使用さ
れる第２のアンテナモードに変化することとを行うように構成される。関連付けられたワ
イヤレスノードの決定された電力状態に基づいて低電力状態に動的に入ることによって、
ｓｏｆｔＡＰのバッテリー寿命は改善され得る。
【００１４】
　[0019]添付の図面を参照しながら本開示の様々な態様が以下でより十分に説明される。
ただし、本開示は、多くの異なる形態で実施され得、本開示全体にわたって提示される任
意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈されるべきではない。むしろ、これら
の態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲を当業者に十分に伝えるように与え
られる。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲は、本開示の他の態様とは無関係に実
装されるにせよ、本開示の他の態様と組み合わされるにせよ、本明細書で開示される本開
示のいかなる態様をもカバーするものであることを、当業者は諒解されたい。たとえば、
本明細書に記載の態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施され得
る。さらに、本開示の範囲は、本明細書に記載の本開示の様々な態様に加えてまたはそれ
らの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのよう
な装置または方法をカバーするものとする。本明細書で開示される本開示のいずれの態様
も、請求項の１つまたは複数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００１５】
　[0020]「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きをするこ
と」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明されるいかなる態様
も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限らない
。
【００１６】
　[0021]本明細書では特定の態様が説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換
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は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点が説明されるが、本開
示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本開示の
態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロトコルに
広く適用可能であるものとし、それらのいくつかが例として、図および好適な態様につい
ての以下の説明において示される。発明を実施するための形態および図面は、本開示を限
定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲および
それの均等物によって定義される。
【００１７】
例示的なワイヤレス通信システム
　[0022]本明細書で説明される技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む、様
々なブロードバンドワイヤレス通信システムのために使用され得る。そのような通信シス
テムの例としては、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交
周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）システムなどがある。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデ
ータを同時に送信するために十分に異なる方向を使用し得る。ＴＤＭＡシステムは、送信
信号を異なるタイムスロットに分割することによって、複数のユーザ端末が同じ周波数チ
ャネルを共有することを可能にし得、各タイムスロットは異なるユーザ端末に割り当てら
れる。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交サブキャリアに区分する変
調技法である、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を使用する。これらのサブキャリアは、
トーン、ビンなどと呼ばれることもある。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアは独立してデー
タで変調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅にわたって分散されたサ
ブキャリア上で送信するためのインターリーブＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接するサブキ
ャリアのブロック上で送信するための局所ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、または隣接するサブ
キャリアの複数のブロック上で送信するための拡張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を使用し得る
。概して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で
送られる。
【００１８】
　[0023]本明細書の教示は、様々なワイヤードまたはワイヤレス装置（たとえば、ノード
）に組み込まれ得る（たとえば、その装置内に実装されるか、またはその装置によって実
行され得る）。いくつかの態様では、本明細書の教示に従って実装されるワイヤレスノー
ドはアクセスポイントまたはアクセス端末を備え得る。
【００１９】
　[0024]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、ベース
トランシーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、
無線ルータ、無線トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセッ
ト（「ＥＳＳ」）、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の用語を備えるか、そ
れらとして実装されるか、あるいはそれらとして知られ得る。
【００２０】
　[0025]アクセス端末（「ＡＴ」）は、加入者局、加入者ユニット、移動局、リモート局
、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機器、ユー
ザ局、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装されるか、ある
いはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態では、アクセ
ス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電
話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤ
レス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、局（「ＳＴＡ」）、またはワイヤレスモデ
ムに接続された何らかの他の好適な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教
示される１つまたは複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォ
ン）、コンピュータ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ポータブル
コンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテインメントデバイ



(9) JP 6622383 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

ス（たとえば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、全地球測位システム
デバイス、あるいはワイヤレスまたはワイヤード媒体を介して通信するように構成された
他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００２１】
　[0026]図１は、本開示の態様が実行され得るシステム１００を示す。たとえば、アクセ
スポイント１１０またはユーザ端末１２０は、第１の無線機（たとえば、１次無線機）が
低電力状態にある間、他のアクセスポイント１１０またはユーザ端末１２０が第２の無線
機（たとえば、コンパニオン無線機）を介してページングフレーム（たとえば、超低電力
ページングフレーム）を受信することが可能であるかどうかを決定し得る。アクセスポイ
ント１１０またはユーザ端末１２０は、他のアクセスポイント１１０またはユーザ端末１
２０がとるべき１つまたは複数のアクションを示すコマンドフィールド（たとえば、メッ
セージＩＤフィールド）を備えるページングフレームを生成し、送信し得る。
【００２２】
　[0027]システム１００は、たとえば、アクセスポイントとユーザ端末とをもつ多元接続
多入力多出力（ＭＩＭＯ）システム１００であり得る。簡単のために、図１にはただ１つ
のアクセスポイント１１０が示されている。アクセスポイントは、概して、ユーザ端末と
通信する固定局であり、基地局または何らかの他の用語で呼ばれることもある。ユーザ端
末は、固定または移動であり得、移動局、ワイヤレスデバイスまたは何らかの他の用語で
呼ばれることもある。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上で
所与の瞬間において１つまたは複数のユーザ端末１２０と通信し得る。ダウンリンク（す
なわち、順方向リンク）はアクセスポイントからユーザ端末への通信リンクであり、アッ
プリンク（すなわち、逆方向リンク）はユーザ端末からアクセスポイントへの通信リンク
である。ユーザ端末はまた、別のユーザ端末とピアツーピアで通信し得る。システムコン
トローラ１３０が、アクセスポイントに結合し、アクセスポイントのための調整および制
御を行い得る。
【００２３】
　[0028]システムコントローラ１３０は、これらのＡＰおよび／または他のシステムのた
めに協調および制御を行い得る。ＡＰは、たとえば、無線周波数電力、チャネル、認証、
およびセキュリティに対する調整を扱い得るシステムコントローラ１３０によって管理さ
れ得る。システムコントローラ１３０は、バックホールを介してＡＰと通信し得る。ＡＰ
はまた、たとえば、ワイヤレスバックホールまたはワイヤラインバックホールを介して直
接または間接的に互いに通信し得る。
【００２４】
　[0029]以下の開示の部分は、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）によって通信することが可
能なユーザ端末１２０について説明するが、いくつかの態様では、ユーザ端末１２０は、
ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末をも含み得る。したがって、そのような
態様では、アクセスポイント（ＡＰ）１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末と非ＳＤＭＡユーザ
端末の両方と通信するように構成され得る。この手法は、好都合なことに、より新しいＳ
ＤＭＡユーザ端末が適切と見なされるときに導入されることを可能にしながら、より古い
バージョンのユーザ端末（「レガシー」局）が企業において展開されたままであることを
可能にし、それらの有効寿命を延長し得る。
【００２５】
　[0030]アクセスポイント１１０およびユーザ端末１２０は、ダウンリンクおよびアップ
リンク上でのデータ送信のために複数の送信アンテナと複数の受信アンテナとを採用する
。ダウンリンクＭＩＭＯ送信の場合、アクセスポイント１１０のＮap個のアンテナがＭＩ
ＭＯの多入力（ＭＩ）部分を表し、Ｋ個のユーザ端末のセットがＭＩＭＯの多出力（ＭＯ
）部分を表す。逆に、アップリンクＭＩＭＯ送信の場合、Ｋ個のユーザ端末のセットがＭ
Ｉ部分を表し、アクセスポイント１１０のＮap個のアンテナがＭＯ部分を表す。純粋なＳ
ＤＭＡの場合、Ｋ個のユーザ端末のためのデータシンボルストリームが、何らかの手段に
よって、コード、周波数または時間において多重化されない場合、Ｎap≧Ｋ≧１が成り立



(10) JP 6622383 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

つことが望まれる。ＴＤＭＡ技法、ＣＤＭＡを用いた異なるコードチャネル、ＯＦＤＭを
用いたサブバンドの独立セットなどを使用してデータシンボルストリームが多重化され得
る場合、ＫはＮapよりも大きくなり得る。各選択されたユーザ端末は、アクセスポイント
にユーザ固有データを送信し、および／またはアクセスポイントからユーザ固有データを
受信する。概して、各選択されたユーザ端末は、１つまたは複数のアンテナを装備し得る
（すなわち、Ｎut≧１）。Ｋ個の選択されたユーザ端末は同じまたは異なる数のアンテナ
を有することができる。
【００２６】
　[0031]システム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）システムであり得る。ＴＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは同じ周
波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは異なる周波
数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、送信のために単一のキャリアまたは
複数のキャリアを使用し得る。各ユーザ端末は、（たとえば、コストを抑えるために）単
一のアンテナを装備するか、または（たとえば、追加コストがサポートされ得る場合）複
数のアンテナを装備し得る。システム１００はまた、送信／受信を異なるタイムスロット
に分割することによって、ユーザ端末１２０が同じ周波数チャネルを共有する場合、ＴＤ
ＭＡシステムであり得、各タイムスロットは異なるユーザ端末１２０に割り当てられる。
【００２７】
　[0032]図２は、本開示の態様を実装するために使用され得る、図１に示されているＡＰ
１１０とＵＴ１２０との例示的な構成要素を示す。ＡＰ１１０とＵＴ１２０との１つまた
は複数の構成要素は、本開示の態様を実施するために使用され得る。たとえば、アンテナ
２２４、Ｔｘ／Ｒｘ２２２、プロセッサ２１０、２２０、２４０、２４２、および／また
はコントローラ２３０は、本明細書で説明され、図５～図５Ａを参照しながら示される動
作を実行するために使用され得る。
【００２８】
　[0033]図２は、ＭＩＭＯシステム１００におけるアクセスポイント１１０と２つのユー
ザ端末１２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図を示す。アクセスポイント１１０はＮt個
のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐを装備する。ユーザ端末１２０ｍはＮut,m個のアンテナ
２５２ｍａ～２５２ｍｕを装備し、ユーザ端末１２０ｘはＮut,x個のアンテナ２５２ｘａ
～２５２ｘｕを装備する。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクでは送信エンティテ
ィであり、アップリンクでは受信エンティティである。各ユーザ端末１２０は、アップリ
ンクでは送信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エンティティである。本明細書
で使用される「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを送信するこ
とが可能な独立動作型の装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、ワイヤレ
スチャネルを介してデータを受信することが可能な独立動作型の装置またはデバイスであ
る。以下の説明では、下付き文字「ｄｎ」がダウンリンクを示し、下付き文字「ｕｐ」が
アップリンクを示す。ＳＤＭＡ送信の場合、Ｎup個のユーザ端末がアップリンク上で同時
に送信し、Ｎdn個のユーザ端末が、アクセスポイント１１０によってダウンリンク上で同
時に送信される。ＮupはＮdnに等しいことも等しくないこともあり、ＮupおよびＮdnは静
的な値であり得るか、または各スケジューリング間隔について変化することがある。ビー
ムステアリングまたは何らかの他の空間処理技法がアクセスポイントおよびユーザ端末に
おいて使用され得る。
【００２９】
　[0034]アップリンク上で、アップリンク送信のために選択された各ユーザ端末１２０に
おいて、送信（ＴＸ）データプロセッサ２８８は、データソース２８６からトラフィック
データを受信し、コントローラ２８０から制御データを受信する。コントローラ２０８は
メモリ２８２と結合され得る。ＴＸデータプロセッサ２８８は、ユーザ端末のために選択
されたレートに関連するコーディングおよび変調方式に基づいてユーザ端末のためのトラ
フィックデータを処理（たとえば、符号化、インターリーブ、および変調）し、データシ
ンボルストリームを与える。ＴＸ空間プロセッサ２９０は、データシンボルストリームに
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対して空間処理を実行し、Ｎut,m個の送信シンボルストリームをＮut,m個のアンテナに与
える。各送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４は、アップリンク信号を生成するために、そ
れぞれの送信シンボルストリームを受信し、処理（たとえば、アナログ変換、増幅、フィ
ルタ処理、および周波数アップコンバート）する。Ｎut,m個の送信機ユニット２５４は、
Ｎut,m個のアンテナ２５２からアクセスポイントへの送信のためのＮut,m個のアップリン
ク信号を与える。
【００３０】
　[0035]Ｎｕｐ個のユーザ端末がアップリンク上の同時送信のためにスケジュールされ得
る。これらのユーザ端末の各々は、それのデータシンボルストリームに対して空間処理を
実行し、アップリンク上で送信シンボルストリームのそれのセットをアクセスポイントに
送信する。
【００３１】
　[0036]アクセスポイント１１０において、Ｎap個のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐは、
アップリンク上で送信するすべてのＮup個のユーザ端末からアップリンク信号を受信する
。各アンテナ２２４は、受信信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に与え
る。各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行される処理を補足す
る処理を実行し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロセッサ２４０は、Ｎap

個の受信機ユニット２２２からのＮap個の受信シンボルストリームに対して受信機空間処
理を実行し、Ｎup個の復元アップリンクデータシンボルストリームを与える。受信機空間
処理は、チャネル相関行列反転（ＣＣＭＩ：channel correlation matrix inversion）、
最小平均２乗誤差（ＭＭＳＥ：minimum mean square error）、ソフト干渉消去（ＳＩＣ
：soft interference cancellation）、または何らかの他の技法に従って実行される。各
復元されたアップリンクデータシンボルストリームは、それぞれのユーザ端末によって送
信されたデータシンボルストリームの推定値である。ＲＸデータプロセッサ２４２は、復
号データを取得するために、各復元アップリンクデータシンボルストリームのために使用
されたレートに応じてそのストリームを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、およ
び復号）する。各ユーザ端末のための復号データは、記憶のためにデータシンク２４４に
与えられ、および／またはさらなる処理のためにコントローラ２３０に与えられ得る。コ
ントローラ２３０はメモリ２３２と結合され得る。
【００３２】
　[0037]ダウンリンク上では、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセッサ
２１０は、ダウンリンク送信のためにスケジュールされたＮdn個のユーザ端末のためのデ
ータソース２０８からトラフィックデータを受信し、コントローラ２３０から制御データ
を受信し、場合によってはスケジューラ２３４から他のデータを受信する。様々なタイプ
のデータが異なるトランスポートチャネル上で送られ得る。ＴＸデータプロセッサ２１０
は、各ユーザ端末のために選択されたレートに基づいてそのユーザ端末のためのトラフィ
ックデータを処理（たとえば、符号化、インターリーブ、および変調）する。ＴＸデータ
プロセッサ２１０はＮdn個のダウンリンクデータシンボルストリームをＮdn個のユーザ端
末に与える。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎdn個のダウンリンクデータシンボルストリ
ームに対して（本開示で説明されるプリコーディングまたはビームフォーミングなどの）
空間処理を実行し、Ｎap個の送信シンボルストリームをＮap個のアンテナに与える。各送
信機ユニット２２２は、ダウンリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルス
トリームを受信し、処理する。Ｎap個のアンテナ２２４からユーザ端末への送信のための
Ｎap個のダウンリンク信号を与えるＮap個の送信機ユニット２２２。
【００３３】
　[0038]各ユーザ端末１２０において、Ｎut,m個のアンテナ２５２はアクセスポイント１
１０からＮap個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連するア
ンテナ２５２からの受信信号を処理し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロ
セッサ２６０は、Ｎut,m個の受信機ユニット２５４からのＮut,m個の受信シンボルストリ
ームに対して受信機空間処理を実行し、復元ダウンリンクデータシンボルストリームをユ



(12) JP 6622383 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

ーザ端末に与える。受信機空間処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥ、または何らかの他の技法に
従って実行される。ＲＸデータプロセッサ２７０は、ユーザ端末のための復号データを取
得するために、復元されたダウンリンクデータシンボルストリームを処理（たとえば、復
調、デインターリーブ、および復号）する。各ユーザ端末のための復号データは、記憶の
ためにデータシンク２７２に与えられ、および／またはさらなる処理のためにコントロー
ラ２８０に与えられ得る。
【００３４】
　[0039]各ユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８は、ダウンリンクチャネル
応答を推定し、チャネル利得推定値、ＳＮＲ推定値、雑音分散などを含み得る、ダウンリ
ンクチャネル推定値を与える。同様に、アクセスポイント１１０において、チャネル推定
器２２８は、アップリンクチャネル応答を推定し、アップリンクチャネル推定値を与える
。各ユーザ端末のためのコントローラ２８０は、一般に、そのユーザ端末のためのダウン
リンクチャネル応答行列Ｈｄｎ，ｍに基づいてユーザ端末のための空間フィルタ行列を導
出する。コントローラ２３０は、有効アップリンクチャネル応答行列Ｈｕｐ，ｅｆｆに基
づいてアクセスポイントのための空間フィルタ行列を導出する。各ユーザ端末のためのコ
ントローラ２８０は、フィードバック情報（たとえば、ダウンリンクおよび／またはアッ
プリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定値など）をアクセスポイントに送り得る。コ
ントローラ２３０およびコントローラ２８０はまた、それぞれ、アクセスポイント１１０
およびユーザ端末１２０における様々な処理ユニットの動作を制御する。
【００３５】
　[0040]ｓｏｆｔＡＰは、１つまたは複数のワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）クライアント局（ＳＴＡ）とのワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ
）バックホールの共有を可能にする。図３は、本開示のいくつかの態様による、例示的な
ｓｏｆｔＡＰ３１０を示す。ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）およびワ
イヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）インターフェースをもつｓｏｆｔＡＰ
３１０はＷＬＡＮ　ＡＰとしてに働き、他のＷＬＡＮクライアントＳＴＡ３２０ａ、３２
０ｂ、および３２０ｃとのＷＷＡＮ接続を共有し得る。図２のＵＥ１１０の１つまたは複
数のモジュールを含み得るｓｏｆｔＡＰ３１０は、本明細書で説明される機能を実行し得
る。
【００３６】
　[0041]図３を参照すると、ｍｏｂｉｌｅＡＰモード（モバイルアクセスポイントモード
）で動作するＵＥ３１０が、ＷＬＡＮバックホール接続のためにＧＳＭ（登録商標）、Ｕ
ＭＴＳ、ＬＴＥ（登録商標）などのワイヤレス技術を使用し得る。接続確立および維持な
らびに接続解放責任が、ｓｏｆｔＡＰのモデムモジュールに存在する。モデムモジュール
はワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）プロトコルを実装する。ｍｏｂｉｌｅＡＰ対応デ
バイスはまた、たとえば、ＷＬＡＮ（たとえば、８０２．１１ｘｘ）プロトコルがルータ
機能を担当する場合、ワイヤレスルータとして動作し得る。
【００３７】
　[0042]ｓｏｆｔＡＰはＷＬＡＮ（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））ホットスポット
として働き得る。したがって、ラップトップ、モバイルデバイス、および／またはタブレ
ットなど、１つまたは複数のＷｉ－ＦｉクライアントＳＴＡは、インターネットにアクセ
スするためにｓｏｆｔＡＰに関連付け得る。すべてのＷＬＡＮクライアントデバイスがｓ
ｏｆｔＡＰからの関連付けを解除するとき、ｓｏｆｔＡＰのモデムモジュールは、ネット
ワークとのデータ接続をティアダウンするより前にタイマーの満了を待ち得る。
【００３８】
　[0043]たとえば、ｓｏｆｔＡＰは、ネットワークとのデータ接続をティアダウンするよ
り前にデータ休止タイマーが満了するのを待ち得る。データ休止タイマーは、技術に応じ
て、１０～３０秒であり得る。本開示の態様によれば、ｓｏｆｔＡＰにおけるネットワー
ク無線リソース、時間、および電力を節約しようとして、ｓｏｆｔＡＰは、最後のＷＬＡ
ＮクライアントＳＴＡがｓｏｆｔＡＰからの関連付けを解除したと決定すると、ネットワ
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ークへのデータリンクをティアダウンし得る。このようにして、ｓｏｆｔＡＰは、ｓｏｆ
ｔＡＰとネットワークとの間のデータリンク接続をティアダウンするより前に、データ休
止タイマーによって定義される時間期間が経過するのを待たないことがある。
【００３９】
ｓｏｆｔＡＰ待機電力低減
　[0044]ｓｏｆｔＡＰデバイスは、コアネットワークおよび１つまたは複数のＷＬＡＮク
ライアントデバイスと通信することが可能であり得る。ｓｏｆｔＡＰは、ＵＥ、専用ＷＬ
ＡＮホットスポット、または消費者周辺機器（ＣＰＥ：consumer peripheral equipment
）上に存在し得る。ｓｏｆｔＡＰデバイスはバッテリー式デバイスであり得る。しかしな
がら、ｓｏｆｔＡＰデバイスのための電力保存に焦点を当てることが比較的少なかった。
ｓｏｆｔＡＰ待機電力保存のための以前の技法は、数十ミリ秒の過程にわたって周期的に
ＡＰをデューティサイクリングすることに関与した。しかしながら、ＡＰをデューティサ
イクリングすること、またはオフにすることは、エラーを起こしやすくなることがあり、
ＡＰがオフにされたときにＡＰが発見可能でなく、パケットを受信することができないの
で、発見可能性を低減し、パケットロスを増加させることがある。
【００４０】
　[0045]図４は、本開示のいくつかの態様による、アクセスポイント（たとえば、ｓｏｆ
ｔＡＰ）による電力低減のための例示的な動作のブロック図を示す。動作４００は、任意
のタイプのマルチストリームＵＬ送信に適用され得る。動作４００は、図１および図２に
示されているようなＡＰ１１０、および図３に示されているようなｓｏｆｔＡＰ３１０な
どの装置によって実行され得る。動作４００は、４０２において、複数のワイヤレスノー
ドの各々の電力状態を決定することによって開始する。たとえば、本装置は、ワイヤレス
ノードへのＷＷＡＮアクセスを与えるためにソフトＡＰとして働いていることがあり、す
べての関連付けられたクライアントＳＴＡの電力状態を監視し得る。
【００４１】
　[0046]４０４において、本装置は、ワイヤレスノードの決定された電力状態に基づいて
、第１の数の空間ストリームを使用してワイヤレスノードと通信するために使用される第
１のアンテナモードから、第２の数の空間ストリームを使用してワイヤレスノードと通信
するために使用される第２のアンテナモードに変化する。以下でより詳細に説明されるよ
うに、本装置は、すべてのワイヤレスノードが低電力状態にあるとき、シングルストリー
ム（１×１）アンテナモードとの間で切り替わり、ワイヤレスノードのうちの１つまたは
複数が低電力状態を出たとき、ＭＩＭＯ（たとえば、２×２または４×４）アンテナモー
ドに急速に切り替わり得る。本明細書で使用される、低電力状態は、概して、低減された
処理能力（たとえば、送信のためのより少数のストリーム、または受信のためのより少数
のサンプルを処理すること）により、別の状態よりも低い電力消費を有する任意の状態を
指す（たとえば、１×１アンテナモードの場合のように、シングルストリーム送信のみを
用いたアンテナモードが、２×２または４×４アンテナモードなどのマルチストリームア
ンテナモードに対して低電力状態と考えられ得る）。以下で説明されるように、本装置は
、（たとえば、ワイヤレスノードのうちの１つが、第２のアンテナモードでサポートされ
ないレートにおいて送信していることを検出することによって）ワイヤレスノードのうち
の１つがもはや低電力状態にないことを本装置が検出した場合、第２のアンテナモードか
ら異なるモードに（たとえば、第１のアンテナモードに）切り替わり得る。
【００４２】
　[0047]ＡＰを完全にオフにすることを回避するＭＩＭＯ　ｓｏｆｔＡＰのための電力低
減が、アンテナモードおよび他のｓｏｆｔＡＰ構成を最適化することによって達成され得
る。たとえば、いくつかの実施形態では、ｓｏｆｔＡＰに関連付けられたクライアントＳ
ＴＡは、電力節約モード（ＰＳＭ：power save mode）、非スケジュール自動電力節約配
信（Ｕ－ＡＰＳＤ：unscheduled automatic power save delivery）、またはワイヤレス
マルチメディア電力節約（ＷＭＭ－ＰＳ：wireless multimedia power save）モードなど
、低（または第１の）電力状態に入ることが可能であり得る。いくつかの場合には、ｓｏ
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ｆｔＡＰは、ｓｏｆｔＡＰに関連付けられたすべてのクライアントＳＴＡの電力状態を監
視し得る。いくつかの場合には、関連付けられたクライアントＳＴＡは、クライアントＳ
ＴＡがクライアントＳＴＡ低電力状態に入りつつあることを示すネットワークスリープエ
ントリ通知を個々に送り得る。たとえば、クライアントＳＴＡは、それが、通常動作モー
ドと比較して、クライアントによって消費される電力を低減するスリープ、待機、または
アンテナモードに入りつつある（または入った）という指示を送り得る。ｓｏｆｔＡＰは
、クライアントＳＴＡから電力状態のこの指示を受信し、ｓｏｆｔＡＰ電力節約モードに
入るべきかどうかを決定し得る。ｓｏｆｔＡＰが、関連付けられたクライアントＳＴＡの
すべてが電力節約モードに入ったと決定した後、ｓｏｆｔＡＰは、設定されたタイムアウ
ト期間を待ち得、設定されたタイムアウト期間の後に、ｓｏｆｔＡＰはそれ自体のより低
電力の状態に入り得る。
【００４３】
　[0048]この低電力状態では、ｓｏｆｔＡＰは、それのアンテナモードを異なるアンテナ
モードに変更し得る。たとえば、ｓｏｆｔＡＰは、第１の構成では、２つのアンテナが送
信するために使用され、２つのアンテナが送信を受信するために使用される、マルチスト
リーム、ＭＩＭＯ　２×２　Ｔｘ／Ｒｘアンテナモード構成で動作し得る。シングルスト
リーム、１×１構成、ならびに複数の送信および受信アンテナを利用する他のマルチスト
リーム構成、Ｎ×Ｍを含む、他の構成もサポートされ得る。低電力状態に入ったときに、
ｓｏｆｔＡＰは、それの以前の２×２またはより高いマルチストリームアンテナ構成から
遷移し、１×１シングルストリーム構成に入り得る。ｓｏｆｔＡＰは、たとえば、チェー
ンマスクをマルチストリーム２×２構成からシングルストリーム１×１構成に変更し得る
。シングルストリーム構成に入ることによって、ｓｏｆｔＡＰは、関連付けられたＳＴＡ
の数とは無関係に、２Ｇ　ｓｏｆｔＡＰ待機の場合、約８０ｍＡを節約し、５Ｇ　ｓｏｆ
ｔＡＰ待機の場合、約４０ｍＡを節約し得る。そのようなチェーンマスク変更は、関連付
けられたＳＴＡとのフレーム交換なしにローカルに（すなわち、ｓｏｆｔＡＰ内で）行わ
れ得るか、または複数のＳＴＡの各々との専用フレーム交換によって行われ得る。
【００４４】
　[0049]ｓｏｆｔＡＰは、１×１シングルストリーム構成および待機において、それのビ
ーコンを送り、プローブ要求に応答し続け得る。プローブ要求およびビーコンブロードキ
ャストが、シングルストリームであり、シングルストリーム構成において物理（ＰＨＹ）
／メディアアクセス制御（ＭＡＣ：media access control）レイヤ、およびソフトウェア
（ＳＷ）レイヤによって正常に扱われ得るので、１×１シングルストリーム構成において
プローブ要求（発見要求）は受信され続け、ビーコンブロードキャストは送られ続けるこ
とができる。
【００４５】
　[0050]ｓｏｆｔＡＰはまた、関連付けられたクライアントＳＴＡの動作モードのすべて
を満たす最低帯域幅モードで動作するようにそれの物理レイヤ（ＰＨＹ）を構成し得る。
たとえば、関連付けられた局１、２、および３が４０ＭＨｚの帯域幅を必要とし、局４が
２０ＭＨｚを必要とする場合、ｓｏｆｔＡＰは、低電力状態にある間に４０ＭＨｚ帯域幅
ＰＨＹモードに入る。関連付けられた局１、２、および３が切断した場合、ｓｏｆｔＡＰ
は、低電力状態中に２０ＭＨｚ帯域幅ＰＨＹモードに入り得る。しかしながら、より高い
帯域幅、たとえば、４０ＭＨｚを必要とする局５が、ｓｏｆｔＡＰに関連付けた場合、ｓ
ｏｆｔＡＰは、関連付けられた局によって最も高い要求された帯域幅モードと整合するよ
うにＰＨＹモードを直ちに変更する。
【００４６】
　[0051]ｓｏｆｔＡＰが１×１シングルストリーム構成を用いた低電力状態に入った後、
ｓｏｆｔＡＰは、低電力状態を出て、マルチストリームアンテナ構成に切り替えるように
要求され得る。そのような出ることは、ｓｏｆｔＡＰがダウンリンクマルチストリームデ
ータを送信する必要がある場合、およびｓｏｆｔＡＰがアップリンク送信を受信する場合
、発生し得る。ｓｏｆｔＡＰがダウンリンクマルチストリームデータを送信する必要があ
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る場合、ｓｏｆｔＡＰは、送信の前に、それがマルチストリームモードで送信する必要が
あることを知っているので、ｓｏｆｔＡＰは、実際のデータを送信するより前に、それの
チェーンマスクを、１×１モードから２×２またはより高いマルチストリームモードに変
更することができる。ｓｏｆｔＡＰは、低電力状態でサポートされない１つまたは複数の
レートにおける１つまたは複数の送信を検出し得る。たとえば、ｓｏｆｔＡＰがアップリ
ンクマルチストリーム送信を受信した場合、ｓｏｆｔＡＰは、シングルストリームモード
から出て、最小限の中断をもつマルチストリームモードに入り得る。
【００４７】
　[0052]いくつかの実装形態では、クライアントＳＴＡは、ｓｏｆｔＡＰにマルチストリ
ーム送信を送信することによって、それが低電力状態を出たことをｓｏｆｔＡＰに示し得
る。図５は、本開示のいくつかの態様による、例示的な待機電力最適化を示す。ｓｏｆｔ
ＡＰは、送信機がアイドルであるとき、ｓｏｆｔＡＰチェーンマスクの０ｘ１モードとし
て５０１に示されている低電力シングルストリームモードで動作していることがある。ｓ
ｏｆｔＡＰがアップリンクマルチストリーム送信を受信した場合、ｓｏｆｔＡＰは、受信
より前に、ｓｏｆｔＡＰがアップリンクマルチストリーム送信を受信しているということ
を必ずしも知っているとは限らない。シングルストリームモードからスムーズに出るため
に、ｓｏｆｔＡＰは、たとえば、パケットのプリアンブルの信号フィールド中で示される
ストリームの数を、より低電力の状態でサポートされるストリームの数と比較することに
よって、アップリンクマルチストリーム送信の受信を検出し得る。さらに、ｓｏｆｔＡＰ
は、シングルストリームモードに入るときにすべての「サポートされていないレート（un
supported rate）」パケット（たとえば、サポートされていないレート）のための物理レ
イヤエラー（ＰＨＹ　ＥＲＲ５０５）検出モードをプログラム的に可能にし得る。
【００４８】
　[0053]マルチストリームパケットは、基本２位相シフトキー（ＢＰＳＫ）レートを使用
して変調され、本質的に、データ部分が開始するまでシングルストリーム送信である。シ
ングルストリーム情報は、パケットプリアンブル中のＨＴ－ＳＩＧ－ＡまたはＶＨＴ－Ｓ
ＩＧ－Ａ信号フィールド中で示される。低電力モードでのｓｏｆｔＡＰが、接続されたク
ライアントＳＴＡからマルチストリームパケット送信を受信した場合、パケットは、ＨＴ
－ＳＩＧ－ＡまたはＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ信号フィールドまでｓｏｆｔＡＰによって復号さ
れ得る。受信機ＰＨＹにおいてＨＴ－ＳＩＧ－ＡまたはＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ信号フィール
ドを復号することは、受信された送信が単一のストリームよりも多くからなること（たと
えば、ストリームの数（Ｎｓｔｓ）と受信チェーンの数（Ｎｒｘ）とを比較して、Ｎｓｔ
ｓ＞Ｎｒｘとなること）をｓｏｆｔＡＰが検出したとき、ＰＨＹ＿ＥＲＲ５０５「ＵＮＳ
ＵＰＰＯＲＴＥＤ＿ＲＡＴＥ」を生成し得る。ＰＨＹエラー検出モードが可能にされ、シ
ングルストリームモードに入ったので、ＰＨＹは、ＰＨＹ　Ｌ－ＳＩＧ延期期間の後にＭ
ＡＣにパケットを送ることになる。５１０において、ＭＡＣは、ＰＰＤＵの終了時にパケ
ットの残りの部分を受信し、次いで、特定のＰＨＹ　ＥＲＲ５０５を用いてマークされる
、５１５においてＳＷメモリロケーションにパケットフレームを書き込むために、ダイレ
クトメモリアクセス（ＤＭＡ）を利用し得る。５２０において、ｓｏｆｔＡＰ　ＳＷは、
次いで、１×１シングルストリーム構成からＮ×Ｍマルチストリーム構成に再構成するこ
とによって、ＰＨＹ　ＥＲＲに直ちに応答し得る。２×２デバイスの場合、これは、０×
１チェーンマスクから０×３チェーンマスクへの切替えを伴い得る。
【００４９】
　[0054]０×１および０×３チェーンマスクに対して較正されたｓｏｆｔＡＰの場合、こ
の切替えは、ほぼ瞬時であり、無線ＰＨＹまたはＭＡＣをリセットすることを必要としな
い。たとえば、ＰＨＹは中止され、受信（ＲＸ）チェーンマスクは（たとえば、０×１か
ら０×３に）更新され、次いで、ＰＨＹの中止を解除することがある。概して、この切替
え動作は、ＡＰデューティサイクリングのための数十ｍｓとは対照的に５００μｓ未満を
要し得、パケットロスのための発見可能性または機会への影響はほとんどない。これは、
ＰＨＹ＿ＥＲＲＯＲを生じる１つのパケット以上に、チェーン－マスクがパケットロスを
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最小限に抑えるように迅速に変更されることを可能にする。ＰＨＹの中止は、たとえば、
ＰＨＹへのすべてのオーバージエア受信されたサンプルを直ちにカットオフする、ＡＤＣ
（アナログデジタル変換器）クロックをオフにすることによって実行され得る。
【００５０】
　[0055]概して、ＰＨＹは、Ｒｘ動作を直ちに中止することに適応することができる。し
かしながら、ＭＡＣは、急停止に適応することが可能でないことがある。たとえば、ＭＡ
Ｃが別のクライアントＳＴＡからＵＬ送信を受信している場合、ＰＨＹを突然停止するこ
とは、ＡＤＣクロックがオフにされたとき、ＰＨＹからＭＡＣへのデータビットが直ちに
停止するような不要な副作用を生じ得る。いくつかの実施形態では、そのような問題を緩
和するために、ｓｏｆｔＡＰは、ＰＨＹ＿ＥＲＲに応答して、およびＰＨＹを中止するよ
り前に優先フレーム間隔（ＰＩＦＳ：prioritized interframe spacing）キュー上で、（
遷移のためのバジェットに対する時間の量に応じて）０または非０持続時間を用いて、自
己への送信可（ＣＴＳ２Ｓ５２５）（たとえば、ｓｏｆｔＡＰ自体のターゲットアドレス
をもつＣＴＳ）を送信することによって、第１のアンテナモードから第２のアンテナモー
ドへの変更をトリガするように構成され得る。ＣＴＳ２Ｓ５２５メッセージは、ＣＴＳ２
Ｓ５２５メッセージ中で指定された時間期間の間ネイバー局を無音化するためにデバイス
によって送られ得る。チェーンマスクは、チャネルが無音化される時間中に、ＣＴＳ２Ｓ
５２５メッセージの送信の後に切り替えられ得る。
【００５１】
　[0056]重複基地局（ＯＢＳＳ：overlapping base station）との間でマルチストリーム
トラフィックをもつ強いＯＢＳＳ存在がある場合、ｓｏｆｔＡＰは、ＯＢＳＳがない場合
よりも頻繁に、シングルストリーム低電力モードに、およびシングルストリーム低電力モ
ードから切り替わり得るが、切替えが急速に実行されるので、ｓｏｆｔＡＰ発見可能性ま
たはパケットロスに対する著しい影響がない。
【００５２】
　[0057]ｓｏｆｔＡＰが低電力シングルストリームモードから出ることを引き起こすマル
チストリームアップリンクパケットを送信する初期クライアントＳＴＡの場合、ＰＨＹ＿
ＥＲＲおよびｓｏｆｔＡＰによる切替えにより失われるパケットがある。しかしながら、
切替えが極めて急速に行われるので、クライアントＳＴＡのレート適応論理は、ｓｏｆｔ
ＡＰがマルチストリーム構成において十分に機能している前に、クライアントＳＴＡの変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を不利にすべきでない。ＣＴＳ２Ｓ５２５メッセー
ジが利用されるとき、第２のクライアントＳＴＡがＣＴＳ２Ｓ５２５メッセージより前に
チェーンマスク切替え中にマルチストリーム送信を送ることを試みる場合、第２のクライ
アントＳＴＡはまた、単一パケットロスを経験することになる。しかしながら、切替えウ
ィンドウは、５００μｓ未満を要することが予想され、ＣＴＳ２Ｓ５２５送信は、ｓｏｆ
ｔＡＰがワイヤレス媒体をつかむことを可能にし、それにより、チェーンマスクの切替え
のための時間を可能にし、局がスリープモードから起動することによってより多くのパケ
ットがｓｏｆｔＡＰに送られるのを防ぐ。
【００５３】
　[0058]また別の実施形態では、チェーン切替えは、ＰＨＹを中止するより前に、ＰＨＹ
＿ＥＲＲイベントの第１の検出時にＰＨＹ　ＲＸプロセスをアボートすることによって実
施され得る。そのようなアボートは、アボートが、受信されていたパケットについてのＭ
ＡＣへのパケット終了インジケータの適切な送信によって伴われるので、ＭＡＣ状態機械
に対する悪影響を有しない。ＭＡＣは、次いで、パケット情報を受信する際の停止のため
に適応し得、Ｓｏｆｔ－ＡＰがその後ＰＨＹを中止することを可能にする。この方式を使
用することは、自己へのＣＴＳフレームを送るための必要を排除し、依然として、アップ
リンクパケット受信能力に対して最小限の影響をもつ極めて高速のチェーンマスク変更を
可能にしながら、媒体に対する無音化影響を回避する。
【００５４】
　[0059]いくつかの実施形態では、ｓｏｆｔＡＰが周辺構成要素相互接続エクスプレス（
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ＰＣＩｅ：peripheral component interconnect express）リンクを介して様々な他のホ
スト構成要素に結合された場合、さらなる電力低減が達成され得る。クライアントＳＴＡ
が関連付けられていないか、またはすべての関連付けられたクライアントＳＴＡが電力節
約モードにある場合、ｓｏｆｔＡＰは、ＰＣＩｅリンクを電力節約Ｌ１．２サブ状態（た
とえば、ＰＣＩｅ低電力状態）に入れ得る。ＰＣＩｅ　Ｌ１．２サブ状態は、ＰＣＩｅリ
ンクの高速回路が、より低速のＰＣＩｅリンクを維持しながらオフにされることを可能に
する。マルチストリームパケットがｓｏｆｔＡＰによって受信されたとき、ＰＣＩｅリン
クは、上記で説明されたように、ｓｏｆｔＡＰは、シングルストリーム構成からマルチス
トリーム構成に切り替わるので、Ｌ１．２からＬ１またはＬ０モードにされ得る。シング
ルストリームパケットは、ＰＣＩｅリンク上で転送され続け得る。ｓｏｆｔＡＰ待機中に
ＰＣＩｅをＬ１．２サブ状態に入れることは、いくつかの適用例では約２０ｍＡだけ電力
消費を低減し得る。
【００５５】
　[0060]いくつかの実施形態では、受信機感度抑圧が可能であり得る（たとえば、より少
ない処理能力が必要とされることを意味する感度抑圧が、より低い電力消費を生じる）。
認証プロセスの後に、クライアントＳＴＡは、ｓｏｆｔＡＰに登録すること、能力を交換
すること、暗号化タイプを選定することなどによってｓｏｆｔＡＰに関連付け得る。その
ように関連付けられたクライアントＳＴＡがない場合、プローブ要求または制御フレーム
などのパケットがＭＣＳ０を越えて予想されず、ある程度の位相誤差は許容可能である。
レート＜ＭＣＳ３までの位相誤差は許容可能であり得る。そのような場合、受信機感度抑
圧は、たとえば、低ドロップアウト調節器をバイパスすること、および許容できる電圧リ
ップルをもつスイッチングモード電源（ＳＭＰＳ）からの電源をソーシングすることによ
って、または場合によっては受信機の感度を低減すること（たとえば、感度抑圧する）に
よって実行され得る。受信機感度抑圧は、いくつかの適用例では、ＡＰオン時間の１００
ｍｓ中に、ＲＸオン電力において約１０ｍＡだけ電力消費を低減し得る。
【００５６】
　[0061]いくつかの実施形態では、ＰＨＹは、Ｌ－ＳＩＧ延期期間の後にではなく、直ち
にＰＨＹ＿ＥＲＲをＭＡＣに通知し得る。次いで、ＭＡＣは、２つのアクションのうちの
１つをとり得る。ＭＡＣがクライアントＳＴＡモードにある場合、ＭＡＣは、ＰＨＹ＿Ｎ
ＡＰ信号をアサートし、Ｌ－ＳＩＧ延期期間中に電力節約モードに入り、たいていのＰＨ
Ｙ回路が遮断されることが可能になり、単純なタイマーがＬ－ＳＩＧ延期期間の後に起動
するように保たれ得る。ＭＡＣがＳｏｆｔ－ＡＰモードにある場合、ＭＡＣはＰＰＤＵ＿
ＥＮＤ記述子を更新し、即座にＳＷに通知し得る。次いで、ＳＷは、チェーンマスクスイ
ッチに影響を及ぼすために、修正アクションをとり得る。いくつかの実施形態では、チェ
ーン切替えのためのＣＴＳ２Ｓは、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channe
l assessment）がＨＩＧＨになるとすぐに送信され得、チャネルはクリアと見なされる。
他の実施形態では、チェーン切替えのためのＣＴＳ２Ｓは直ちに送信されＣＣＡを無視し
得る。ＣＴＳ２Ｓは、現在のパケットが復号エラーを受けたとき直ちに送信され得、関連
付けられたクライアントＳＴＡが依然としてパケットを送信している間、プロセスを停止
する際にほとんどまたはまったく危害がない。チェーンマスク変更は、復号エラーを有し
た第１のパケットのＲＸの終了の前にトリガされ、ｓｏｆｔＡＰに関連付けられた任意の
数の局について１つのパケットロスのみがあるチェーンマスクスイッチが行われることが
可能になり得る。
【００５７】
　[0062]いくつかの実施形態では、ＡＰは、ＡＰが低電力状態に入りつつあり、受信チェ
ーンマスクをシングルストリームモードにダウンサイジングしていることを関連付けられ
たクライアントＳＴＡに通知するために、動作モード通知（ＯＭＮ：operating mode not
ification）要素を使用し得る。ＯＭＭは、８０２．１１ａｃ　ＳＴＡによってサポート
されるが、８０２．１１ｎ局によって十分に実装されるとは限らない。ＯＭＮは、ＡＰと
ＳＴＡとの間で交換される専用アクションフレームであり得る。しかしながら、各ＳＴＡ
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への専用送信は有意なネットワークオーバーヘッドおよびレイテンシを生じ、多数のクラ
イアントＳＴＡが接続された場合、スケーリングしないことがある。
【００５８】
　[0063]ｓｏｆｔＡＰ電力モードにおけるスイッチを示すＯＭＮも、ビーコン中の情報要
素（ＩＥ）として含まれ得る。しかしながら、ビーコンは肯定応答されないブロードキャ
ストであり、いくつかのＳＴＡは通知を受信しないことがある。たとえば、ＳＴＡは省電
力モードにあり、ビーコンを逃し得るか、あるいはＳＴＡは早期ビーコン終了（ＥＢＴ：
early beacon termination）を実装し、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ：traffic indi
cation map）または配信トラフィック指示マップ（ＤＴＩＭ：delivery traffic indicat
ion map）情報要素（ＩＥ）の後にビーコンを廃棄または無視し得る。ＯＭＮはまた、ビ
ーコンに続くブロードキャストメッセージとして送られ得る。しかしながら、これはまた
、ブロードキャストメッセージが肯定応答されないとき、受信を保証しない。
【００５９】
　[0064]また別の実施形態では、ＡＰはまた、すべてのＳＴＡのためのＴＩＭビットを設
定し得る。そのような設定は、起動し、ビーコンの受信の肯定応答と見なされ得るＰＳ－
ＰＯＬＬを送るようにすべてのＳＴＡに強制することになる。ＡＰは、次いで、ＰＳ－Ｐ
ＯＬＬを送る各ＳＴＡに、専用ＯＭＮ　ＩＥを送り得る。これは、すべてのＳＴＡがチャ
ネルを求めて競合し、ＰＳ－ＰＯＬＬを送らなければならないので、ネットワークオーバ
ーヘッドを増加させる。限られた数の接続されたクライアントＳＴＡの場合、この追加の
オーバーヘッドは問題でないことがある。
【００６０】
　[0065]上記で説明された方法の様々な動作は、対応する機能を実行することが可能な任
意の好適な手段によって実行され得る。それらの手段は、限定はしないが、回路、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、様々な（１つまたは複数の）ハ
ードウェアおよび／またはソフトウェア構成要素および／またはモジュールを含み得る。
概して、図に示されている動作がある場合、それらの動作は、同様の番号をもつ対応する
カウンターパートのミーンズプラスファンクション構成要素を有し得る。たとえば、図４
に示されている動作４００は、図４Ａに示されている手段４００Ａに対応する。
【００６１】
　[0066]いくつかの実施形態では、ＯＭＮを受信するＳＴＡは、たとえば、スケジュール
された起動期間を使用して、すでにＳＴＡ低電力状態にあり得る。ＳＴＡがＯＭＮを受信
した後、ＳＴＡは、たとえば、ＳＴＡのストリームモードを構成するか、またはＯＭＮに
肯定応答を送信するために、ＳＴＡ低電力状態から起動しなければならないことがある。
すべての関連付けられたＳＴＡがＳＴＡ低電力状態に入った後にのみ、ＡＰがＡＰ低電力
モードに入るように構成された場合、ＡＰは、ＯＭＮ肯定応答を受信した後に追加のタイ
ムアウト期間待つように構成され得る。ＡＰが非アクティビティ期間の後にＡＰ低電力状
態に入るように構成された場合、ＡＰは、構成されたしきい値時間の間だけ待ち、ＡＰ低
電力状態に入り得る。
【００６２】
　[0067]いくつかの実施形態では、本装置は、新しいワイヤレスノードが装置に関連付け
ることを試みる場合、第１の数の空間ストリームを使用してワイヤレスノードと通信する
ために使用される第１のアンテナモードから、第２の数の空間ストリームを使用してワイ
ヤレスノードと通信するために使用される第２のアンテナモードに変化し得る。
【００６３】
　[0068]いくつかの実施形態では、ワイヤレスノードの決定された電力状態は、関連付け
られたワイヤレスノードのネットワークアクティビティに基づき得る。たとえば、ｓｏｆ
ｔＡＰは、ｓｏｆｔＡＰに関連付けられたすべてのクライアントＳＴＡのネットワークア
クティビティを監視し得る。ｓｏｆｔＡＰが、関連付けられたクライアントＳＴＡのすべ
てがしきい値時間期間の間非アクティブであったと決定した後、ｓｏｆｔＡＰは、それ自
体のより低電力の状態に入り得る。
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【００６４】
　[0069]いくつかの実施形態では、本装置は、関連付けられたワイヤレスノードが低電力
状態にあり得るとき、低電力状態を出ることと、マルチストリーム送信を送信することと
を控え得る。関連付けられたクライアントＳＴＡが低電力状態にあり得る場合、関連付け
られたクライアントＳＴＡは、ｓｏｆｔＡＰからマルチストリーム送信を受信することが
可能でないことがある。そのような場合、ｓｏｆｔＡＰは、クライアントＳＴＡがもはや
低電力状態になくなるまで、シングルストリームモードから出ることを控え得る。
【００６５】
　[0070]いくつかの実装形態では、クライアントＳＴＡは、クライアントＳＴＡが低電力
状態を出ていることを示すネットワークスリープ終了通知または他の指示、たとえば、Ｐ
Ｓ　Ｐｏｌｌ、（ＱｏＳ）ヌル、または（ＱｏＳ）データフレームをｓｏｆｔＡＰに送り
得る。ｓｏｆｔＡＰは、通知または指示を受信した後に、シングルストリームモードから
出て、マルチストリームモードに入り得る。
【００６６】
　[0071]いくつかの実施形態では、ｓｏｆｔＡＰは、関連付けられたクライアントＳＴＡ
が低電力状態にないという指示の後に、シングルストリームモードから出て、マルチスト
リームモードに入り得る。たとえば、クライアントＳＴＡが低電力状態を出ていることを
示す通知または指示、たとえば、ＰＳ　Ｐｏｌｌ、（ＱｏＳ）ヌル、または（ＱｏＳ）デ
ータフレームをクライアントＳＴＡが送信する場合、ｓｏｆｔＡＰは、シングルストリー
ムモードから出て、マルチストリームモードに入り得る。これは、クライアントＳＴＡか
らマルチストリームアップリンク送信を検出した後にマルチストリームモードに遷移する
ことから生じる潜在的パケットロスを最小限に抑える。別の例として、ｓｏｆｔＡＰは、
関連付けられたクライアントＳＴＡからのシングルストリームアップリンク送信を、クラ
イアントＳＴＡがそれのより低電力の状態を出たという指示と見なし得、ｓｏｆｔＡＰは
、シングルストリームモードから出得る。いくつかの実装形態では、ｓｏｆｔＡＰは、シ
ングルストリームアップリンク送信を送るクライアントＳＴＡが複数のストリームアップ
リンクが可能であるかどうかを決定し、クライアントＳＴＡが複数のストリームアップリ
ンクが可能であると決定された場合、シングルストリームモードを出得る。
【００６７】
　[0072]決定するための手段、検出するための手段、変更するための手段、低減するため
の手段、可能にするための手段、変更するための手段、切り替えるための手段、および生
成するための手段は、図２に示されているアクセスポイント１１０のプロセッサ２１０、
２４２、および／またはコントローラ２３０、あるいは図３に描かれたプロセッサ３０４
および／またはＤＳＰ３２０など、１つまたは複数のプロセッサを含み得る、処理システ
ムを含み得る。出力する（たとえば、送信する）ための手段は、図２に示されているアク
セスポイント１１０の送信機（たとえば、送信機ユニット２２２）および／または（１つ
または複数の）アンテナ２２４を備え得る。
【００６８】
　[0073]取得する（たとえば、受信する）ための手段は、図２に示されているＡＰ１１０
の受信機（たとえば、受信機ユニット２５４）および／または（１つまたは複数の）アン
テナ２５２を備え得る。決定するための手段、変更するための手段、および可能にするた
めの手段は、ＡＰ１１０のプロセッサ２６０、２７０、２８８、および２９０ならびに／
またはコントローラ２８０など、１つまたは複数のプロセッサを含み得る処理システムを
含み得る。
【００６９】
　[0074]通信するための手段は、上記で説明された出力するための手段および／または取
得するための手段を含み得る。いくつかの場合には、（たとえば、パケットまたはフレー
ムを）実際に送信するのではなく、デバイスは、送信のためにパケットまたはフレームを
出力するためのインターフェース（出力するための手段、送るための手段、および通知す
るための手段）を有し得る。たとえば、プロセッサは、バスインターフェースを介して、
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送信のために無線周波数（ＲＦ）フロントエンドにパケットまたはフレームを出力し得る
。同様に、パケットまたはフレームを実際に受信するのではなく、デバイスは、別のデバ
イスから受信されたパケットまたはフレームを取得するためのインターフェース（取得す
るための手段）を有し得る。たとえば、プロセッサは、バスインターフェースを介して、
受信のためにＲＦフロントエンドからパケットまたはフレームを取得（または受信）し得
る。
【００７０】
　[0075]いくつかの態様によれば、そのような手段は、（たとえば、ハードウェアでまた
はソフトウェア命令を実行することによって）上記で説明された様々なアルゴリズムを実
装することによって、対応する機能を実行するように構成された処理システムによって実
装され得る。
【００７１】
　[0076]本明細書で使用される「決定すること」という用語は、多種多様なアクションを
包含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること（calculating）、算出するこ
と（computing）、処理すること、導出すること、調査すること、ルックアップすること
（たとえば、テーブル、データベースまたは別のデータ構造においてルックアップするこ
と）、確認することなどを含み得る。また、「決定すること」は、受信すること（たとえ
ば、情報を受信すること）、アクセスすること（たとえば、メモリ中のデータにアクセス
すること）などを含み得る。また、「決定すること」は、解決すること、選択すること、
選定すること、確立することなどを含み得る。
【００７２】
　[0077]本明細書で使用される、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、
単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、ま
たはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－
ｂ－ｃ、ならびに複数の同じ要素をもつ任意の組合せ（たとえば、ａ－ａ、ａ－ａ－ａ、
ａ－ａ－ｂ、ａ－ａ－ｃ、ａ－ｂ－ｂ、ａ－ｃ－ｃ、ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｂ、ｂ－ｂ－ｃ、
ｃ－ｃ、およびｃ－ｃ－ｃ、またはａ、ｂ、およびｃの任意の他の順序）を包含するもの
とする。
【００７３】
　[0078]本開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマ
ブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそ
のような構成として実装され得る。
【００７４】
　[0079]本開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェ
アで直接実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実施さ
れるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、当技術分
野で知られている任意の形態の記憶媒体中に常駐し得る。使用され得る記憶媒体のいくつ
かの例としては、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、フ
ラッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハー
ドディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどがある。ソフトウェアモジュール
は、単一の命令、または多数の命令を備え得、いくつかの異なるコードセグメント上で、
異なるプログラム間で、および複数の記憶媒体にわたって分散され得る。記憶媒体は、プ
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ロセッサがその記憶媒体から情報を読み取ることができ、その記憶媒体に情報を書き込む
ことができるように、プロセッサに結合され得る。代替として、記憶媒体はプロセッサに
一体化され得る。
【００７５】
　[0080]本明細書で開示される方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数
のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく、互いに入れ替えられ得る。言い換えれば、ステップ
またはアクションの特定の順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／または
アクションの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく変更され
得る。
【００７６】
　[0081]説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれ
らの任意の組合せで実装され得る。ハードウェアで実装される場合、例示的なハードウェ
ア構成はワイヤレスノード中に処理システムを備え得る。処理システムは、バスアーキテ
クチャを用いて実装され得る。バスは、処理システムの特定の適用例および全体的な設計
制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バスは、プロセッサ
と、機械可読媒体と、バスインターフェースとを含む様々な回路を互いにリンクし得る。
バスインターフェースは、ネットワークアダプタを、特に、バスを介して処理システムに
接続するために使用され得る。ネットワークアダプタは、ＰＨＹレイヤの信号処理機能を
実装するために使用され得る。ユーザ端末１２０（図１参照）の場合、ユーザインターフ
ェース（たとえば、キーパッド、ディスプレイ、マウス、ジョイスティックなど）もバス
に接続され得る。バスはまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、電力管理回路
など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られ
ており、したがって、これ以上説明されない。
【００７７】
　[0082]プロセッサは、機械可読媒体に記憶されたソフトウェアの実行を含む、バスおよ
び一般的な処理を管理することを担当し得る。プロセッサは、１つまたは複数の汎用およ
び／または専用プロセッサを用いて実装され得る。例としては、マイクロプロセッサ、マ
イクロコントローラ、ＤＳＰプロセッサ、およびソフトウェアを実行することができる他
の回路がある。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイク
ロコード、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、命令、データ、またはそれら
の任意の組合せを意味すると広く解釈されたい。機械可読媒体は、例として、ＲＡＭ（ラ
ンダムアクセスメモリ）、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（読取り専用メモリ）、ＰＲＯＭ（
プログラマブル読取り専用メモリ）、ＥＰＲＯＭ（消去可能プログラマブル読取り専用メ
モリ）、ＥＥＰＲＯＭ（電気消去可能プログラマブル読取り専用メモリ）、レジスタ、磁
気ディスク、光ディスク、ハードドライブ、または他の好適な記憶媒体、あるいはそれら
の任意の組合せを含み得る。機械可読媒体はコンピュータプログラム製品において実施さ
れ得る。コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を備え得る。
【００７８】
　[0083]ハードウェア実装形態では、機械可読媒体は、プロセッサとは別個の処理システ
ムの一部であり得る。しかしながら、当業者なら容易に諒解するように、機械可読媒体ま
たはその任意の部分は処理システムの外部にあり得る。例として、機械可読媒体は、すべ
てバスインターフェースを介してプロセッサによってアクセスされ得る、伝送線路、デー
タによって変調された搬送波、および／またはワイヤレスノードとは別個のその上に記憶
された命令をもつコンピュータ可読記憶媒体を含み得る。代替的に、または追加として、
機械可読媒体またはその任意の部分は、キャッシュおよび／または汎用レジスタファイル
がそうであり得るように、プロセッサに統合され得る。
【００７９】
　[0084]処理システムは、すべて外部バスアーキテクチャを介して他のサポート回路と互
いにリンクされる、プロセッサ機能を提供する１つまたは複数のマイクロプロセッサと、
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機械可読媒体の少なくとも一部分を提供する外部メモリとをもつ汎用処理システムとして
構成され得る。代替的に、処理システムは、プロセッサをもつＡＳＩＣ（特定用途向け集
積回路）と、バスインターフェースと、アクセス端末）の場合はユーザインターフェース
と、サポート回路と、単一のチップに統合された機械可読媒体の少なくとも一部分とを用
いて、あるいは１つまたは複数のＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）、
ＰＬＤ（プログラマブル論理デバイス）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハ
ードウェア構成要素、もしくは他の好適な回路、または本開示全体にわたって説明された
様々な機能を実行することができる回路の任意の組合せを用いて、実装され得る。当業者
は、特定の適用例と、全体的なシステムに課される全体的な設計制約とに応じて、どのよ
うにしたら処理システムについて説明された機能を最も良く実装し得るかを理解されよう
。
【００８０】
　[0085]機械可読媒体はいくつかのソフトウェアモジュールを備え得る。ソフトウェアモ
ジュールは、プロセッサによって実行されたとき、処理システムに様々な機能を実行させ
る命令を含む。ソフトウェアモジュールは、送信モジュールと受信モジュールとを含み得
る。各ソフトウェアモジュールは、単一の記憶デバイス中に存在するか、または複数の記
憶デバイスにわたって分散され得る。例として、トリガイベントが発生したとき、ソフト
ウェアモジュールがハードドライブからＲＡＭにロードされ得る。ソフトウェアモジュー
ルの実行中に、プロセッサは、アクセス速度を高めるために、命令のうちのいくつかをキ
ャッシュにロードし得る。次いで、１つまたは複数のキャッシュラインが、プロセッサに
よる実行のために汎用レジスタファイルにロードされ得る。以下でソフトウェアモジュー
ルの機能に言及する場合、そのような機能は、そのソフトウェアモジュールからの命令を
実行したときにプロセッサによって実装されることが理解されよう。
【００８１】
　[0086]ソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードと
してコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送
信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む
。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る
。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは
他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラム
コードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る
、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と
適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツ
イストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線（ＩＲ）、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソ
ースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ
、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれ
る。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディ
スク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、
デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）
、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk
）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的
に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピ
ュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備え得る。さらに、他の態様では、コンピュー
タ可読媒体は一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組合せ
もコンピュータ可読媒体の範囲に含まれるべきである。
【００８２】
　[0087]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールおよ
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び／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によっ
てダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たと
えば、そのようなデバイスは、本明細書で説明された方法を実行するための手段の転送を
可能にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明された様々な方法は
、ユーザ端末および／または基地局が記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクト
ディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）をデバイスに結合
するかまたは与えると様々な方法を得ることができるように、記憶手段によって提供され
得る。その上、本明細書で説明された方法および技法をデバイスに与えるための任意の他
の好適な技法が使用され得る。
【００８３】
　[0088]特許請求の範囲は、上記で示された厳密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上記で説明された方法および装置の構成、動作および詳細において、
特許請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　複数のアンテナを介して複数のワイヤレスノードと通信するためのインターフェースと
、
　処理システムと
を備え、前記処理システムが、
　　前記複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定することと、
　　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリ
ームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモード
から、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用
される第２のアンテナモードに変化することと
を行うように構成された、装置。
［Ｃ２］
　前記処理システムが、
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出する
ことと、
　前記検出の後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化すること
と
を行うようにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記検出が、前記第２のアンテナモードでサポートされない前記ワイヤレスノードのう
ちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出することを備える、Ｃ２に記載の
装置。
［Ｃ４］
　前記異なるアンテナモードが前記第１のアンテナモードを備える、Ｃ２に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記処理システムは、
　前記第２のアンテナモードに変化すると、物理レイヤエラー検出モードを可能にするこ
と、前記物理レイヤエラー検出モードが、前記第２のアンテナモードでサポートされない
１つまたは複数のレートにおける１つまたは複数の送信を検出することが可能である、を
行うようにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記物理レイヤエラー検出モードが、パケットのプリアンブルの信号フィールド中で示
されるストリームの数を、前記第２のアンテナモードでサポートされるストリームの数と
比較することを備える、Ｃ５に記載の装置。
［Ｃ７］
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　前記処理システムは、
　前記物理レイヤエラー検出モード中に、前記パケットの前記プリアンブルの前記信号フ
ィールド中で示されるストリームの前記数が、前記第２のアンテナモードでサポートされ
るストリームの前記数よりも大きい場合、エラーを検出することと、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの残りの部分を処理するより前に、前記第２のア
ンテナモードから前記異なるアンテナモードに変化することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ６に記載の装置。
［Ｃ８］
　前記処理システムは、
　前記物理レイヤエラー検出モード中に、パケットのプリアンブルに基づいてエラーを検
出することと、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの部分を処理するより前に、前記第２のアンテナ
モードから前記異なるアンテナモードに変化することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ５に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記第２のアンテナモードは、前記複数のワイヤレスノードの各々が第１の電力状態に
あることが決定された場合、シングルストリームモードを備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記処理システムが、
　前記シングルストリームモードで、ビーコン、またはプローブ要求に対する応答のうち
の少なくとも１つを生成することと、
　送信のために前記インターフェースに前記ビーコンまたは前記応答のうちの前記少なく
とも１つを出力することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ９に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記処理システムは、
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からのマルチストリーム送信を検出する
ことと、
　前記検出の後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化すること
と、ここにおいて、前記異なるアンテナモードがマルチストリームモードを備える、
を行うようにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記処理システムが、
　前記装置のターゲットアドレスをもつ送信可（ＣＴＳ）送信を送ること
によって、前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに変化するように構
成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記処理システムが、部分的に、前記装置の周辺構成要素相互接続エクスプレス（ＰＣ
Ｉｅ）リンクの電力状態を切り替えることによって、前記第１のアンテナモードから前記
第２のアンテナモードに変化するようにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記処理システムは、
　ワイヤレスノードが前記装置に関連付けられないと決定することと、
　前記決定の後に、前記装置の１つまたは複数の受信機の感度を低減することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記処理システムが、
　ビーコン通知、または
　配信トラフィック指示マップ（ＤＴＩＭ）ブロードキャスト送信中で送信される通知の
うちの少なくとも１つによって、前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモー
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ドへの前記変化を前記ワイヤレスノードに通知するようにさらに構成された、Ｃ１に記載
の装置。
［Ｃ１６］
　前記決定が、
　前記ワイヤレスノードの各々に関連付けられたネットワークアクティビティを監視する
こと
を備える、Ｃ１に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記処理システムは、
　前記監視することが、しきい値時間期間中に特定のワイヤレスノードのためのネットワ
ークアクティビティがないことを示す場合、その特定のワイヤレスノードが非アクティブ
であると決定することと、
　前記特定のワイヤレスノードが非アクティブであるという前記決定に部分的に基づいて
、前記第１のアンテナモードから第２のアンテナモードに変化することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定することと、
　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリー
ムを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモードか
ら、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用さ
れる第２のアンテナモードに変化することと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ１９］
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出する
ことと、
　前記検出の後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化すること
と
をさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記検出することが、前記第２のアンテナモードでサポートされない前記ワイヤレスノ
ードのうちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出することを備える、Ｃ１
９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記異なるアンテナモードが前記第１のアンテナモードを備える、Ｃ１９に記載の方法
。
［Ｃ２２］
　前記第２のアンテナモードに変化すると、物理レイヤエラー検出モードを可能にするこ
と、前記物理レイヤエラー検出モードが、前記第２のアンテナモードでサポートされない
１つまたは複数のレートにおける１つまたは複数の送信を検出することが可能である、を
さらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記物理レイヤエラー検出モードが、パケットのプリアンブルの信号フィールド中で示
されるストリームの数を、前記第２のアンテナモードでサポートされるストリームの数と
比較することを備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記パケットの前記プリアンブルの前記信号フィールド中で示されるストリームの前記
数が、前記第２のアンテナモードでサポートされるストリームの前記数よりも大きい場合
、エラーを検出することと、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの残りの部分を処理するより前に、前記第２のア
ンテナモードから前記異なるアンテナモードに変化することと
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をさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］
　パケットのプリアンブルに基づいてエラーを検出することと、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの部分を処理するより前に、前記第２のアンテナ
モードから前記異なるアンテナモードに変化することと
をさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記第２のアンテナモードは、前記複数のワイヤレスノードの各々が第１の電力状態に
あることが決定された場合、シングルストリームモードを備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記シングルストリームモードで、ビーコン、またはプローブ要求に対する応答のうち
の少なくとも１つを生成することと、
　送信のために前記インターフェースに前記ビーコンまたは前記応答のうちの前記少なく
とも１つを出力することと
をさらに備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からのマルチストリーム送信を検出する
ことと、
　前記検出することの後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化
することと、ここにおいて、前記異なるアンテナモードがマルチストリームモードを備え
る、
をさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに前記変化することが、装置
のターゲットアドレスをもつ送信可（ＣＴＳ）送信を送ることを備える、Ｃ１８に記載の
方法。
［Ｃ３０］
　前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに前記変化することが、部分
的に、周辺構成要素相互接続エクスプレス（ＰＣＩｅ）リンクの電力状態を切り替えるこ
とによって備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ３１］
　ワイヤレスノードが前記装置に関連付けられないと決定することと、
　前記決定の後に、前記装置の１つまたは複数の受信機の感度を低減することと
をさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ３２］
　ビーコン通知、または
　配信トラフィック指示マップ（ＤＴＩＭ）ブロードキャスト送信中で送信される通知の
うちの少なくとも１つによって、前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモー
ドへの前記変化を前記ワイヤレスノードに通知することをさらに備える、Ｃ１８に記載の
方法。
［Ｃ３３］
　前記決定することが、
　前記ワイヤレスノードの各々に関連付けられたネットワークアクティビティを監視する
こと
を備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ３４］
　前記決定することは、
　前記監視することが、しきい値時間期間中に特定のワイヤレスノードのためのネットワ
ークアクティビティがないことを示す場合、その特定のワイヤレスノードが非アクティブ
であると決定することと、
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　前記特定のワイヤレスノードが非アクティブであるという前記決定に部分的に基づいて
、前記第１のアンテナモードから第２のアンテナモードに変化することと
をさらに備える、Ｃ３３に記載の方法。
［Ｃ３５］
　複数のアンテナを介して複数のワイヤレスノードと通信するための手段と、
　前記複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定するための手段と、
　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリー
ムを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモードか
ら、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用さ
れる第２のアンテナモードに変化するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３６］
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出する
ための手段と、
　前記検出の後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化するため
の手段と
をさらに備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　検出するための前記手段が、前記第２のアンテナモードでサポートされない前記ワイヤ
レスノードのうちの１つまたは複数からの１つまたは複数の送信を検出することを備える
、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記異なるアンテナモードが前記第１のアンテナモードを備える、Ｃ３６に記載の装置
。
［Ｃ３９］
　前記第２のアンテナモードに変化すると、物理レイヤエラー検出モードを可能にするた
めの手段、前記物理レイヤエラー検出モードが、前記第２のアンテナモードでサポートさ
れない１つまたは複数のレートにおける１つまたは複数の送信を検出することが可能であ
る、
をさらに備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記物理レイヤエラー検出モードが、パケットのプリアンブルの信号フィールド中で示
されるストリームの数を、前記第２のアンテナモードでサポートされるストリームの数と
比較することを備える、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記パケットの前記プリアンブルの前記信号フィールド中で示されるストリームの前記
数が、前記第２のアンテナモードでサポートされるストリームの前記数よりも大きい場合
、エラーを検出するための手段と、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの残りの部分を処理するより前に、前記第２のア
ンテナモードから前記異なるアンテナモードに変化するための手段と
をさらに備える、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　パケットのプリアンブルに基づいてエラーを検出するための手段と、
　前記プリアンブルの後の前記パケットの部分を処理するより前に、前記第２のアンテナ
モードから前記異なるアンテナモードに変化するための手段と
をさらに備える、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記第２のアンテナモードは、前記複数のワイヤレスノードの各々が第１の電力状態に
あることが決定された場合、シングルストリームモードを備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４４］
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　前記シングルストリームモードで、ビーコン、またはプローブ要求に対する応答のうち
の少なくとも１つを生成するための手段と、
　送信のために前記インターフェースに前記ビーコンまたは前記応答のうちの前記少なく
とも１つを出力するための手段と
をさらに備える、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記ワイヤレスノードのうちの１つまたは複数からマルチストリーム送信を検出するた
めの手段と、
　前記検出の後に、前記第２のアンテナモードから異なるアンテナモードに変化すること
と、ここにおいて、前記異なるアンテナモードがマルチストリームモードを備える、
をさらに備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに変化するための手段が、前
記装置のターゲットアドレスをもつ送信可（ＣＴＳ）送信を送るための手段を備える、Ｃ
３５に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモードに変化するための前記手段が
、周辺構成要素相互接続エクスプレス（ＰＣＩｅ）リンクの電力状態を切り替えるための
手段を備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４８］
　ワイヤレスノードが前記装置に関連付けられないと決定するための手段と、
　前記決定の後に、前記装置の１つまたは複数の受信機の感度を低減するための手段とを
さらに備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４９］
　ビーコン通知、または
　配信トラフィック指示マップ（ＤＴＩＭ）ブロードキャスト送信中で送信される通知の
うちの少なくとも１つによって、前記第１のアンテナモードから前記第２のアンテナモー
ドへの前記変化を前記ワイヤレスノードに通知するための手段をさらに備える、Ｃ３５に
記載の装置。
［Ｃ５０］
　決定するための前記手段が、
　前記ワイヤレスノードの各々に関連付けられたネットワークアクティビティを監視する
ための手段
を備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ５１］
　決定するための前記手段は、
　前記監視することが、しきい値時間期間中に特定のワイヤレスノードのためのネットワ
ークアクティビティがないことを示す場合、その特定のワイヤレスノードが非アクティブ
であると決定するための手段と、
　前記特定のワイヤレスノードが非アクティブであるという前記決定に部分的に基づいて
、前記第１のアンテナモードから第２のアンテナモードに変化するための手段と
をさらに備える、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定することと、
　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリー
ムを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモードか
ら、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用さ
れる第２のアンテナモードに変化することと
を行うための命令を記憶したコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５３］
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　アクセスポイントであって、
　複数のアンテナと、
　前記複数のアンテナを介して前記アクセスポイントに関連付けられた複数のワイヤレス
ノードと通信するためのインターフェースと、
　処理システムと
を備え、前記処理システムが、
　　前記複数のワイヤレスノードの各々の電力状態を決定することと、
　　前記ワイヤレスノードの前記決定された電力状態に基づいて、第１の数の空間ストリ
ームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用される第１のアンテナモード
から、第２の数の空間ストリームを使用して前記ワイヤレスノードと通信するために使用
される第２のアンテナモードに変化することと
を行うように構成された、アクセスポイント。

【図１】 【図２】
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【図５】
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